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白山シリーズ終了！                              

 

  白山   アワラ谷左岸尾根～別山 

 

                               田村 他 

 

【日時】 2013年5月3日～2013年5月5日 

【メンバー】L田村、福永、野口 

 

5/3(金)晴れ 

池袋発の夜行バスは渋滞でずいぶん遅れ、日が高くなってから砺波の駅に着く。 

ちょうどチューリップ祭りということで、駅では色とりどりのチューリップに出迎えら

れた。GW に咲くように、寒いところに持って行ったりして調整しているとの事。道理で

全部満開なはずだ。 

砺波から平瀬の白山登山口まではタクシー。途中、世界遺産の白川郷を通るが、見向き

もしないで山へ向かう。暖かいので、最初から薄着で林道へ。春の日の陽気が気持ち良

い。歩き初めて３分、いきなり田村さんがザックを下ろし、道をそれる。ん？何事か？

と思ったら、にゅっと伸びた木の枝の先の芽をとり、「タラノメ」だと教えて下さった。 

途中、コゴミも採りながら林道を歩く。 

尾根に取り付く前の橋が見つからず少し探すが、無事に見つけて渡る。いきなり渡渉に

ならなくてよかった。 

さて、林道歩きも終わり。いよいよ尾根への

取り付きだ。取り付きやすそうなところを探

すが、どこも似たような感じ。仕方なく、ぬ

かるんでいる壁をよじ登る。ここが、今回の

山行の核心であった。滑って登りにくく、思

ったより長い。木や藪につかまりながらなん

とか尾根へ。まずは、アワラ谷左岸尾根に取

り付けたということで、最初の関門は突破。

一息つく。 

ここからは尾根伝いに標高を上げていく。雪

はまだか、と何度もつぶやきながら登る。

雪があるところまで行かなければ、今夜

は水無しである。 

1200m を超えた辺りから雪が出始め、

1300m 位からは雪の上。歩き易く、ほっと

する。 

1700m 付近でいい時間になったので幕。 

なんと、田村さんが縦走なのに天ぷらセ

ットを持ってきて下さったので、採りた

ての山菜で天ぷら。タラのホクホク感と

苦味が、最高にビールにあう！ 

明日は何としても避難小屋まで辿り着か
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なければいけないから早く寝なくちゃ、と思いながらも、ついついお酒が進んでしまう

夜となった。(野口) 

 

5/4（土）晴れのち雪 

今日は長い一日になる。別山まで約 10 ㎞、標高差 700m ある。薄暗い中、アイゼンを

つけて出発した。昨日は、あと 50m 上がることもできなかったのに今朝はそれなりの足

取りで歩ける。良かった、大丈夫そうだ。日照岳の方面から陽が昇ってきた。1850m に

なると広い尾根はオオシラビソの森になりとっても気持ちがいい。泊まるには絶好の明

るい森の中を進んでいくと池にでた。地図にも載っている池だが、氷が張り、半分雪に

埋もれていた。少しづつ高度をあげて 8時に 2082m ピークに到着。別山東尾根だ。4ヶ

月前、御母衣湖から東尾根に取り付き、この近くに C3 を張った。前進を断念した地点に

戻ってくることができた。あの時は全てが真っ白で生きた心地がしなかったが、今日は

遠く日照岳まで東尾根を見渡すことができる。GW に来て良かった。2168m 南白山到着。

風が出てきて休んでいると寒いくらいだ。11 時過ぎ、別山の山頂に人影が見えた。もし

かしたら棚橋さんと佐貫さんかもしれない。手を振るが遠くてわからない。田村さんが

無線を出してみると、やはり二人だった。ただ無線はとぎれとぎれで十分な意思疎通が

できない。早く登頂したい思いで気が急くが、急斜面の長いトラバースで私がバテた。

30 分近く休んだだろうか。田村さんが先行して少し先で待っていてくれている。それま

でずっと先頭だった野口君が私の後ろから来てくれて、とても安心して歩くことができ

た。13 時にやっと別山に到着した。さっきまでは青空だったのにすっかりガスがかかり

寒い。本峰に向かう人が一人見えただけで山頂にはもう誰もいなかった。あとは避難小

屋まで下るだけと勢いよく歩きだしたが、これが長かった。途中、小雪が舞う中、コブ

を二つ越えて 2 時間後にようやく到着した。避難小屋では佐貫さん達が楽しそうに炊事

をしていた。他にソロの方が 3人。夢に見ていた避難小屋宴会に参加もせず、私はシュ
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ラフに潜りこんで寝てしまった。(福永) 

 

5/5（日）晴れ 

 

 昨晩は風が強かったが、朝は穏やかな晴天となっていた。佐貫さん達は予定通り芦倉

山まで回って石徹白に降りると言う。我々は野口君の足が依然思わしくないので、エス

ケープを決めた。 

何年か前の正月では苦労して下った尾根が、今日はなんと平和なことか！周りの山々

を眺め、別山を何度も振り返りながら歩く。佐貫さん達はどんどん先を行き、やがて見

えなくなった。 

神鳩ノ宮避難小屋で小休止し、そのまま尾根を下る。天気がいいせいか、登山者が次

から次へと登ってくる。雪は次第に減り、夏道が出てきた。ほとんど雪がなくなった頃、

石徹白大杉に着く。観光客が来ていて、もうここは下界だ。階段を少し下りると林道の

駐車スペースは車が一杯だった。 

野口君にはヒッチハイクを勧めたが、林道なら大丈夫ということで、さらに中居神社

までみんなで歩いた。我々がようやく着いて10分も経たずに、佐貫さん達も下りてきた

のだった。（田村） 

  

 

【行程】5/3  平瀬白山登山口(8:45)～林道終点・アワラ谷左岸尾根(11:15)～1700ｍ付

近Ｃ1 (17:00) 

5/4 幕場 1700m（4：50）～2082m ピーク（8：00）～南白山（9：30/9：50）～別山（13：

00）～三ノ峰避難小屋 C2（15：00） 

5/5 C2 (5:50)～銚子ヶ峰(7:45)～神鳩ノ宮避難小屋(9:00)～石徹白大杉下林道 

(11:40)～白山中居神社 (14:40) 

 

【地図】御母衣湖、白山、二ノ峰 
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